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厚生労働科学研究費（循環器疾患・糖尿病等生活習慣病対策総合研究事業） 

総合研究報告書 

 

エビデンスに基づいたロコモティブシンドロームの対策における簡便な確認・介入方法の確立と

普及啓発体制の構築に資する研究 

 

研究代表者 帖佐 悦男 宮崎大学医学部 教授 

研究要旨 

急激な高齢・人口減少社会を迎え、今や日本人の平均寿命は女性が世界 1位の 87.74歳、男性は 2位

の 81.64歳にまで延びている。人生 100年時代を迎えようとしている我が国だが、平均寿命と健康寿

命との差は、日常生活に制限のある「不健康な期間」を意味し、その期間は男性 8.73歳、女性が 12.07

歳となっている（令和元年調べ）。経済社会全体にとっても健康寿命の延伸は欠かせない。国民の健

康は就労や社会参加・活躍による経済への影響、医療・介護費用の抑制による社会保障負担の軽減に

つながる。厚生労働省の調査によると、全国の要介護・要支援者の 24.8％が運動器障害であり、こ

の割合は認知症や脳血管障害を上回るもので、その取り組みの重要性がうかがえる。日本整形外科学

会では、2007 年に運動器の障害による移動機能の低下をきたした状態を表す新しい概念として「ロ

コモティブシンドローム」を提唱した。また 2013年にはロコモの診断方法である「ロコモ度テスト」

を発表し、2015年にロコモ度 1・2、さらに 2020年にロコモ度 3の臨床判断基準値を発表し、全国で

運動器障害予防に努めている。移動機能は他疾患においても薬物治療や手術のための長期間の安静

による筋力低下、薬の副作用に伴う症状、手術や治療による運動器の障害によって低下する。つまり

運動器の健康は、健康な日常生活活動に欠かせないだけでなく、運動器以外の疾患に伴う治療やさら

にはその予後などにも大きく影響する。最近では、がん自体あるいは「がん」の治療によって、骨・

関節・筋肉・神経などの運動器の障害が起きて移動機能が低下した状態である「がんロコモ」も注目

されてきている。これまで我々を含む多数の研究者がロコモに関する研究を行い、その予防啓発活動

を実施しているものの、ロコモの確認手法が十分に普及しているとは言えず、認知度やロコモを取り

巻く医療・介護の連携にも地域差があるなど、必ずしも対策が十分とはいえない。 

【目的】そこで、本事業ではより効果的な介入事業の実施・評価、より簡便なロコモ度確認手法やフ

レイル・サルコペニアとの関係などを、文献レビューならびにコホート研究結果から再検討する。 

【研究方法】本研究では、これまでに実施されている効果的な介入事業・検診事業を中心に実施方法

の評価を行い、ロコモ確認のための簡便な確認手法の再検討やフレイルやサルコペニアとの関係な

ど文献レビューならびにコホート研究の結果からこれまでのロコモ対策を再検討する。その結果を

もとに自治体の負担が少なく様々な自治体（地域）の希望に応じたロコモ対策（予防・介入方法など）

モデルを提示し、モデル地域における実践・評価を行い、健康づくり、介護など関係部署が連携した

ロコモ対策モデルを構築する。 

【結果】先ずは、本研究で設定したモデル 1では、FMI は男女ともに要介護および死亡リスクと関連

せず、握力と歩行速度を追加調整したモデル 2でも結果は変わっていない。SMIはモデル 1において

は要介護および死亡のリスクと負の量-反応関係を認めたが、握力と歩行速度を追加調整したモデル

２では、男性は死亡との有意な関係は消失し、女性では要介護および死亡リスク両方で有意な関係性 
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は消失した。また、握力は死亡リスクよりも要介護リスクと、歩行速度は死亡リスクよりも要介護

リスクとの関連が強かった。またロコモの発生率は、ロコモ度 1が、83.7/1,000人年、ロコモ度 2は

23.0/1,000人年、ロコモ度 3 においては 18.6/1,000 人であり、ロコモの発生率を検討した際、ロコ

モ度 1 では「女性」、ロコモ度 2では「年齢」「女性」「肥満」、ロコモ度 3では「年齢」「女性」が関

連する要因とみられることが分かるなど、運動器事業対象者にすべき特徴も見られた。 

様々な年齢や運動機能レベルの対象者に 3 ヶ月のロコトレ介入研究を実施したところ、運動機能

の改善に効果が見られ、特に運動機能低下者においては、ロコトレに加え、栄養の介入が効果的であ

った。 

【結論】ロコモの発生率は、ロコモ度 1が、83.7/1,000人年、ロコモ度 2は 23.0/1,000人年、ロコ

モ度 3 においては 18.6/1,000 人であり、全国で運動器疾患予防対策を進めることによって、国民の

健康寿命や経済に大きな良い結果をもたらすエビデンスを得た。ロコモ対策における運動プログラ

ムでは、骨格筋量・脂肪量が多い／少ないに関わらず、まずは筋力や移動能力の維持・向上を目標に

すべきであることがうかがえる。すなわち、ロコモ体操などの運動を実践することにより、日常生活

動作を円滑に遂行できるよう筋力や移動能力を保持することが重要で、特に運動機能低下者に対し

ては、ロコトレに加え栄養介入が機能改善に有益である結果を得た。 
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Ａ．研究目的 

健康寿命の延伸は日本が抱える大きな課題の 1

つであるが、その課題解決には運動器の健康を

欠かすことはできない。日本の要介護・要支援

者の 24.8％が運動器障害であり、この割合は認

知症や脳血管障害を上回ることから、その取り

組みがいかに重要かがうかがえる。このロコモ

予防事業は各地で実施されているものの、全国

におけるロコモの認知度やその取り組みに地域

格差があるなどの課題がある。日本整形外科学

会もそこで、関連学会で推奨されているロコモ

の診断方法（ロコモ度テスト）や介入方法（ロ

コモーショントレーニング、以下ロコトレ）を

基本としたより簡便な方法を確立し、自治体の

普及啓発体制に適合したロコモ対策のモデルを

提示し、ロコモの早期発見の可能性がある部位

や症状についても特定に努める。そのモデルを

新しい地域で実践・評価することで、先に示し

た介入方法等の効果を検証する。全国で実施可

能なモデルを証明することで、地域や自治体の

体制構築や人材育成・地域社会の活性化、ひい

ては国民の健康寿命延伸に貢献する。なお、事

業の実施には関連学会・団体などの研究協力者

と連携が重要であるため、関係の強化を図るこ

ととする。 

 

Ｂ．研究方法 

■関連学会で推奨されている診断方法（ロコモ

度テスト）や介入方法（ロコモーショントレー

ニング）を基本とした、より簡便な介入方法の

確立 

 ロコモ予防啓発活動を全国に広く推進するた

めには、先ずロコモ・フレイル・サルコペニ

ア、この 3つの概念や相互関係性を分かりやす

く整理・提示する必要がある。そこで、本事業

では、疫学研究、介入研究、ロコモ、フレイ

ル、サルコペニアに関する文献レビューを行っ

た。2019年度は一般住民を対象とした大規模住

民コホートにおいて、和歌山県太地町在住の 40

歳以上の住民を対象として、ロコモに関する項

目検診を実施した。当初検診参加者の目標人数

を 1,000人としていたが、最終的に目標人数を

上回る 1,175人（男性 380 人、女性 795人､平均

年齢 62.8歳（標準偏差 13.1 歳））の参加を得

た。新開は、ロコモ、フレイル、サルコペニア

の関係を明らかにする文献レビューを行った。 

ロコモは後期高齢期のフレイルの原因として重

要な位置を占め、またサルコペニアはロコモの

原因の 1つであり、ロコモを介してフレイルの

出現に影響することを示した。そこで令和 2年

度では横断的および縦断的疫学データにより、3

つの概念（病態）の余命や健康余命に与える影

響を明らかにし、経済的評価を行った。 

 

・体組成および体力測定の意義を検討 

日本の高齢者は、海外に比べ BMIが高いものは

少なく、BMIが適正かやや低いものが多い。特

に、ロコモ・フレイルのリスクを持つ高齢者

は、一般人よりもさらに BMI が低い傾向にあ

る。したがって体組成の評価では、骨格筋量だ

けでなく脂肪量にも着目する必要があると考

え、一般高齢者を対象とした追跡研究により、

体組成および体力と要介護および死亡リスクと

の独立した量-反応関係を調べ、ロコモ対策の効

果指標として体組成および体力を評価した。調

査は、東京都健康長寿医療センターが実施して

いる草津町研究と鳩山コホート研究のデータを

統合した。体組成の指標として、体重、脂肪

量、四肢骨格筋量を測定。脂肪量指数（FMI）と

骨格筋量指数（SMI）は、脂肪量および骨格筋量

を身長（m）の二乗で除して求めた。また、筋力

は握力を、また移動能力は通常歩行速度で評価

した。体組成および体力指標と要介護および死

亡リスクとの関係には、様々な要因が交絡する
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が、本研究では共変量として初回調査時の年

齢、研究地域（草津/鳩山）、初回健診・調査

年、飲酒・喫煙習慣、既往・現病歴などの変数

を含めた。 

 

・ロコモの有病率、発生率 

2012-13年に実施した ROAD スタディの第 3回調

査(本研究のベースライン)に参加した対象者の

うち、3年後となる 2015-16 年の調査、および 6

年後となる 2018-19年の追跡調査のいずれかに

参加し、ロコモ度テストを行い得た地域在住男

女 1,575人(男性 513人、女性 1,062人、平均年

齢 65.6歳)を対象として、ロコモの発生率を推

定した。 

 

・ADAおよび非 ADA使用を予測するテストの特定 

歩行補助装置（ADA）は、高齢者の安全性と自

立性を向上させるために、一般的に提供されて

いる。今回、外来理学療法を受けている高齢者

85 名（81.6±8.2 歳）がこの研究に参加した。

彼らは、TUG、握力と大腿四頭筋の筋力、30秒椅

子立ち上がりテスト、5m歩行速度、機能的自立

度測定、ロコモティブシンドロームテスト（立

ち上がりテスト、2ステップテスト（2ST）、ロコ

モ 25アンケート）、疼痛などの一連のテストに

参加した。ADA使用者と非使用者の区別には、

Mann-Whitney U検定を用いた。ロジスティック

回帰分析を適用し、各臨床評価において、どの

検査が ADAの使用を最もよく予測するかを検討

した。 

 

・2ステップテストとフレイル・サルコペニア診

断基準との関連性 

 地域在住高齢者を対象にロコモ度テスト（2ス

テップテスト）と身体的フレイル・サルコペニ

アの判定で使用される身体機能の評価法（通常

歩行速度）との関連性の検討では、千葉県鋸南

町在住の 65歳以上の者のうち介護予防検診に参

加した 82名（男性 25名，女性 57名

［78.6±5.5 歳］）と介護老人保健施設 Aの通所

リハビリ利用中の地域在住高齢者 65名（男性 25

名・女性 41名〔83.2±7.6 歳〕）を対象に研究を

実施した。身体機能は、2 ステップテスト、6m

歩行速度（普通速度）、10m 歩行速度（最大速

度）を測定し相関分析にて検討した。 

 

上記の疫学研究を実施しながら、自治体の普

及啓発体制に適合したロコモ対策のモデルを提

示するため、複数のフィールドにおいて介入研

究を実施した。全国の普及には統一したプログ

ラム（ロコモーショントレーニング：運動介

入、以下ロコトレ）を基本としながら、自治体

の特徴・希望に合わせて組み合わせられるよ

う、異なる対象者や介入方法等で実施しより効

果的なモデルの提示を目的に下記の方法で実

施。 

 

■自治体の普及啓発体制に適合したロコモティ

ブシンドローム対策のモデルの提示 

・埼玉県伊奈町 

埼玉県伊奈町において、介護予防事業として

「伊奈町ロコモコール講習会」を実施した。こ

れは、地域在住高齢者を対象としたロコモの予

防・改善のための 3か月間の運動介入プログラ

ムで、今年度はコロナ感染症のために１クール

のみの実施であった。 

初回講習では、運動機能評価および調査票調

査、ロコトレの実地指導を行った。運動の解説

パンフレット、運動伴奏 CD および運動記録表を

渡し、3か月間の自己運動を促した。3か月間

は、運動の実施状況の聴取と運動継続の励まし

の電話（ロコモコール）をかけた。3か月後の講

習では、再び運動機能評価、調査票調査を行

い、参加者に初回および 3 ヶ月後の運動機能測
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定結果をフィードバックした。 

今年度は研究期間の最終年度であるため、過

去４年間のロコモコール講習会のデータを解析

し、プログラムの効果を検証した。また、プロ

グラム実施に必要なマニュアルを準備物、必要

な人員、コロナ感染症対策なども含めて完成し

た。 

 

・宮崎県での運動＋栄養介入 

宮崎県内に在住する 60代以上の男性および女

性に厚生労働省が推進する基本チェックリスト

の運動器関係 5項目を実施し、3項目以上に該当

する者を対象に参加を募り、同意を得た者を食

品＋運動介入群（EF群）、運動介入群（EX群）、

対照群（C群）に割付を行い、研究開始時（0M）

および 3か月後（3M）において、問診・アンケ

ート調査・ロコモ度テスト等の運動機能調査を

実施した。EX群と EF群にはロコモーショントレ

ーニングを指導し実施してもらい、EF群には毎

日乳酸菌含有高タンパク試験食品 1袋を運動後

速やかに摂取してもらった。研究期間（3か月）

中参加者は活動量計を携帯し、生活日誌の記録

をつけた。週 1回「ロコモコール」を行い日誌

の記録と EX群には運動の実施を EF群には運動

と食品摂取を促した。 

 

・静岡県浜松市 

地域でのロコトレ教室を開催している 4施設に

対して、初回測定の結果に応じたロコトレ（脳

トレを含めたもの）の指導を行い、継続的な運

動をしていただく。効果判定は初回・1ヶ月後・

3 ヶ月後に開眼片脚立ち時間（上限 120秒）、5

回立ち上がり時間を測定した。 

 

・通所リハビリテーション利用者 

対象は，介護老人保健施設 Aのデイケアに通

所する要支援・要介護高齢者 118名．包含基

準，除外基準を満たした 76 名を性別・年齢によ

る層別化無作為割付け法によりロコトレ群 38名

と対照群 38名に割り付けた。ロコトレ群は通所

リハで通常実施している理学療法に加え，通所

リハの担当理学療法士がロコトレを指導しロコ

トレを自宅で自主トレーニングとして実施させ

た。対照群は通所リハで通常実施している理学

療法を継続しその他の運動習慣を変化しないよ

うに指示した。介入期間は 12週間とした。情報

収集ならびに身体機能評価項目は、年齢、性

別、要介護度、フレイルの評価尺度（Fried

ら）、身長、体重、筋肉量（InBody）、下肢の疼

痛（NRS）、簡易栄養状態評価表（MNA-SF）、握

力、2ステップテスト、立ち上がりテスト、5ｍ

歩行時間、TUG、30秒椅子立ち上がりテスト、

SPPB、FIM、ロコモ 25である。統計学的解析は

介入前の各評価の群間差を、独立サンプルの t

検定およびχ二乗検定を用い、介入と時間の 2

つの要因について、反復測定二元配置分散分析

を用いて検討した。 

 

（倫理面への配慮） 

本研究は、各研究分担者がそれぞれ医の倫理

委員会の承認を得て実施しており、各種法律・

政令・各省通達・臨床研究に関する倫理指針お

よび倫理規定を順守し、安全に配慮して行って

いる。同意取得の際には医の倫理委員会で承認

を得られた同意説明文書を研究対象者に渡し、

文書及び口頭による十分な説明を行い、研究対

象者の自由意思による同意を文書で取得した。

この研究の参加は、研究対象者の自由意思によ

るものであり、研究対象者が研究への参加を拒

否・撤回した場合は、それまでの試料・情報を

原則破棄するものとする。ただし、研究対象者

の同意を得ることができれば、それまでの試

料・情報はそのまま使用することとする。収

集・採取したサンプルや対象者 ID対応表、解析
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結果は鍵付き保管庫で厳重に管理し、秘密を厳

守する。結果を学術論文や学会等で報告する場

合も参加者の人権及びプライバシーの保護を優

先する。 

 

Ｃ．研究結果 

■関連学会で推奨されている診断方法（ロコモ

度テスト）や介入方法（ロコモーショントレー

ニング）を基本とした、より簡便な介入方法の

確立 

・体組成および体力測定の意義の検討 

体組成および体力測定の意義を検討した研究で

は、平均5.7年（最大9.5年）の追跡期間中、新

規要介護発生は230人（男107人、女123人）、死

亡例は157人（男101人、女56人）であった。男

女別に要介護または死亡の有無で分けた2群間で

初回調査時の特性を比較し、男女とも一貫して

年齢、研究地域、総コレステロールやアルブミ

ン、eGFR、MMSEスコア、身長、体重、骨格筋

量、SMI、握力、歩行速度および低コレステロー

ルの頻度に有意な差を認めている。加えて、要

介護あり/なしの2群間において、男性は飲酒習

慣、HbA1c、糖尿病と高コレステロール血症の有

病率、女性にはヘモグロビン、高血圧、脳卒中

および貧血の有病率に有意差が見られた。死亡/

生存の2群間でも有意差の見られた項目が複数あ

った。これら交絡要因の影響を調整して調べた

FMI、SMI、握力および歩行速度と二つの健康ア

ウトカムとの独立した量-反応関係では、本研究

で設定したモデル1では、FMIは男女ともに要介

護および死亡リスクと関連せず、握力と歩行速

度を追加調整したモデル2でも結果は変わってい

ない。SMIはモデル1においては要介護および死

亡のリスクと負の量-反応関係を認めたが、握力

と歩行速度を追加調整したモデル２では、男性

は死亡との有意な関係は消失し、女性では要介

護および死亡リスク両方で有意な関係性は消失

した。また、握力は死亡リスクよりも要介護リ

スクと、歩行速度は死亡リスクよりも要介護リ

スクとの関連が強かった。 

 

 また、ROADスタディによる研究結果では、ロ

コモ度1の発生率が、83.7/1,000人年、ロコモ度

2は23.0/1,000人年、ロコモ度3においては

18.6/1,000人であり、全国で運動器疾患予防対

策を進めることによって、国民の健康寿命や経

済に大きな良い結果をもたらすエビデンスを得

た。なお、ロコモの発生率を検討した際、ロコ

モ度1では「女性」、ロコモ度2では「年齢」「女

性」「肥満」、ロコモ度3では「年齢」「女性」が

関連する要因とみられることが分かるなど、運

動器事業対象者にすべき特徴も明らかになって

きている。 

 

・ADAおよび非ADA使用を予測するテストの特定 

参加者の80%(n=68)がADAを使用していた。大腿

四頭筋の筋力、年齢、痛み（すべてp>0.05）を

除くすべてのテスト変数で、使用者と非使用者

の間に有意差があった（P=0.033-P<0.001）。ロ

ジスティック回帰分析では、2STのみが予測式と

関連し（P=0.048）、カットオフ値は身長の93％

であった（感度：72％、特異度：82％）。 

 

・2ステップテストとフレイル・サルコペニア診

断基準との関連性 

 2ステップテストは、両群共に最大歩行速度

（r=0.81，p<0.01）、普通歩行速度（r=0.77，

p<0.01）とそれぞれ正の相関を示した。 

 

■自治体の普及啓発体制に適合したロコモティ

ブシンドローム対策のモデルの提示 

・埼玉県伊奈町 

2018年度から2021年度までの「伊奈町ロコモコ

ール講習会」での集計データの解析結果は次の
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とおり。後半の2年間はコロナ禍の影響で参加者

が少なく、4年間の参加者は合計で136名（男性

33名、女性88名、平均年齢74.8±5.4歳）であっ

た。初回参加者136名のうち、108名(79.4%)が2

回目評価に参加し、高い継続参加率であった。

参加者が持参した運動記録表によると、運動の

実施状況は運動やウォーキングの実施率は極め

て高く、推奨回数通りまたはそれ以上の量の3種

の全運動を週2回以上した者は81.2%、週3回以上

した者も74.3%に達していた。ロコトレは続けや

すい運動と考えられた。2回目評価に参加した

108名の運動機能の変化では、開眼片脚起立時

間、5回椅子立ち上がり時間、通常歩行速度、最

大歩行速度、2ステップ値の測定値、またロコモ

25のスコアが有意に改善していた。その他運動

習慣や痛みの状況についても調査できた。2019

年終わりから影響を受けたコロナウィルス感染

症対策についても、十分な感染対策をしたこと

もあり、参加者から感染のリスクに対する不安

の声は聞かれず、実際に本講習会での新規感染

者はなかった。新型コロナあるいは他のウィル

ス感染症等の流行の可能性もあり、こうした感

染対策の効果的な方法は重要で、マニュアルの

中に組み入れることは重要と考えられた。 

 

・宮崎県における運動と栄養の介入研究 

2018年4月から研究を開始し最終登録を行った

2019年8月までに245名に同意を得た。中断や同

意撤回者が30名（12.2％）で3ヶ月間の研究期間

を終了したのは215名であった。うち生活日誌、

活動量計等のデータがほとんどない3名、試験食

品の摂取率が極端に低い1名、日常的に健康教室

に参加している1名、試験期間中の活動量が極端

に多い1名を除外して、有効性解析対象者は209

名（85.3％）であった。C群73（M=13, F=60）、

EX群69（M=10, F=59）EF群67（M=13, F=54）で

あった。各群年齢と基本チェックリスト（運動

機能5項目）において群間における有意な差は見

られなかった。3か月後ロコモ度テストによって

運動機能の変化では、基本チェックリストに該

当する運動機能低下をきたした高齢者でも継続

的にロコトレを実施したEX群・EF群では、ロコ

モ度テストにおける立ち上がりテスト（片脚）

で有意な改善を認めた。2ステップテストでは3

か月のロコトレの実施でEX群は有意に改善し

た。群間比較ではEX群、EF群いずれもC群より有

意な改善を認めた。ロコモ25では3か月のロコト

レ実施でEX群、EF群いずれも有意な改善を認め

た。群間比較ではEX群、EF群いずれもC群より有

意な改善を認めた。 

 

・静岡県浜松市 

浜松市での介入研究では、開眼片脚時間はそれ

ぞれ初回68.6秒、68.0秒、102.9秒、77.9秒。1

ヶ月後（コロナ感染拡大に伴い教室の一時休止

施設が2施設あり未測定）81.8秒、101.9秒、未

測定、未測定。3ヶ月後78.7秒、87.2秒、96.4

秒、79.4秒であった。 

5回立ち上がり時間はそれぞれ初回11.2秒、10.1

秒、11.1秒、8.9秒。1ヶ月後9.7秒、7.9秒、未

測定、未測定。3ヶ月後9.0秒、7.2秒、8.8秒、

9.2秒であった。 

 

・通所リハビリテーション利用者 

最終的な分析対象となったロコトレ群32名、対

照群29名の基本情報の全項目に置いて、ベース

ライン時に両群間に有意差は認めなかった。反

復測定二元配置分散分析の結果、両群において

SPPB合計点、2ステップテスト、2ステップテス

トの結果から判定したロコモ度に有意な主効果

を認めたが、交互作用は認められなかった。介

入前後の変化量は、いずれの指標においてもロ

コトレ群と対照群で差を認めなかった。 
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コロナウイルス感染症対策の影響について 

全国的な COVID-19対策によって、緊急事態宣

言が出されるなど、経済活動を含む国民の日常

生活が大きく変化せざるを得ない状況となっ

た。三密を避けるとともに、外出の自粛や、人

との接触を減らすなどによって国民は身体活動

が制限されている。それに伴い、われわれが対

象としていたフィールドでの研究も実施が出来

ないまたは実施日程や実施場所が制限されるな

ど、大きな影響を受けた。また、講習会や運動

器検診を行う際は、必ずスタッフおよび参加者

のマスクの着用、検温とアルコール消毒を常時

行い、都度機器の拭き上げを行い、参加者の動

線が交わらないよう一方通行の順路を決め、定

員を減らした上、なるだけ短い時間で測定する

ことを心がけた。 

 

Ｄ．考察 

 本研究では、男女別に多変量を調整した量-反

応解析において、歩行速度は男女において要介

護および死亡リスクとの間で明瞭な負の量-反応

関係を示し、その関係性は体組成指標である FMI

と SMIを調整しても減弱しなかったこと、SMIお

よび握力と要介護および死亡リスクとの関係性

に性差が見られたこと、FMI は男女ともいずれの

アウトカムにも影響しなかったとの結果を得

た。特に、骨格筋量と死亡リスクとの間にある

有意な負の量-反応が握力と歩行速度を調整して

も残ったこと、一方で握力と死亡との有意な関

係が骨格筋量を調整すると消失したこと、この

ことから男性において骨格筋量は死亡の独立し

た要因であることが示されたことは注目に値す

る。これらの結果から、ロコモ対策における運

動プログラムでは、骨格筋量・脂肪量が多い／

少ないに関わらず、まずは筋力や移動能力の維

持・向上を目標にすべきであることがうかがえ

る。すなわち、ロコモ体操などの運動を実践す

ることにより、日常生活動作を円滑に遂行でき

るよう筋力や移動能力を保持することが重要で

ある。 

 

 

ROADスタディを用いたロコモ度の発生率の調

査結果では、各ロコモ度の関連する要因を示し

た。さらに、2020年 9月に日本整形外科学会か

ら一般に発表された新しい臨床判断値「ロコモ

度 3」は、移動機能の低下が進行し、社会参加に

支障をきたしている状態とされ、自立した生活

ができなくなるリスクが非常に高くなってい

る。何らかの運動器疾患の治療が必要になって

いる可能性があるため、「ロコモ度 3」と判断さ

れた方には診療を勧めるが、このロコモ度 3の

有病率を 10.9％と推計した。この 10.9％は決し

て低い数値ではなく、すぐにでも運動機能改善

に向けて、医療や介護福祉分野が協働で取り組

むべきだと考える。そのために、各地で自治体

が実施することを念頭においた介入プログラム

の考案やその実施・効果検証を進めている。た

だ順調にその効果を示す解析が進んでいるもの

の、COVID-19予防策によって、実施規模の縮小

などの制限があり、新規モデル地域でのその効

果を実証するには越えなければいけないハード

ルが多い。 

 

また、ADAおよび非 ADA使用を予測するテストの

特定では、簡単な機能測定により、身体機能、

バランス、ADL自立度が ADA を使用している人と

使用していない人で区別された。しかし、これ

らの検査のうち、ADAの状態を予測できたのは

2STのみであった。このテストは、患者がバラン

スを崩すことなく歩ける長さを評価する簡単な

臨床テストである。身長の 93％を踏み出すこと

ができない人は、補助具が有効である可能性が

ある。結論 ADAの使用を決定するための包括的
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な臨床評価ができない場合、2STは ADAの臨床的

推奨を行うために使用することができると思わ

れる。また、ロコモ・フレイル・サルコペニア

の関係性を 2ステップテストの結果から整理し

たところ、 

得られた回帰式をもとに、フレイルおよびサル

コペニア診断規準（1m/秒未満）を 2ステップ値

に換算すると 0.96となった。フレイル・サルコ

ペニアの診断基準の一つである歩行機能低下

は、ロコモ度判定基準よりもより重症であるこ

とが示唆された。 

 

・介入プログラム効果について 

埼玉県・浜松市での地域住民、宮崎県での運動

機能低下者ならびに介護老人保健施設で行った

運動（＋栄養）介入研究においては、3か月間で

移動機能の維持・改善できた。特に運動機能低

下者及び要支援・要介護高齢者を対象に、通所

リハでの介入を行った結果、栄養介入の必要性

が示唆され、また栄養介入によるさらなる移動

機能の改善を提示することができた。今回介入

した運動、ロコトレは「開眼片脚立ち」と「ス

クワット」の 2種類の運動を中心に構成されて

おり、シンプルかつ短時間で実施できるトレー

ニングである。また特別な器具を要せず室内で

可能である。ロコトレの対象者は既に運動機能

が低下し転倒リスクのある状態が想定されるが

各自の能力に応じ負荷を調整し安全対策をとっ

た上で実施できるトレーニングでもある。これ

まで、対象として高齢者を中心にロコトレの実

施が、有用であったという報告は散見される。

しかし、明らかに運動機能が低下した高齢者を

対象に、ロコトレと栄養の効果を比較検討した

報告はなく、虚弱高齢者を含め今後より超高齢

社会を迎え、貴重な情報となる。3か月という短

期間の介入であったが、ロコトレ介入群ではロ

コモ度テストに有意な改善を認めた（表 3-5）。

このことは、確実に実施されているかの確認に

ロコモコールを用いたことが好影響を与えたと

考えられる。ロコトレは継続しやすい運動プロ

グラムであることなどから高齢者においても安

全で簡便に行いやすい身体機能改善方法と考え

られた。特に、運動機能が低下した高齢者を対

象に体操などを実施する場合、安全で簡便に、

が大切な条件となると考える。 

 

Ｅ．結論 

運動器の障害により移動機能が低下していな

い国民も年間 83.7/1000人がロコモになってい

る。コロナ感染症対策に伴う生活活動の自粛に

より、すでにロコモである国民も移動機能の低

下がさらに進行しており、更なる各ロコモ度の

発生率が示された。また運動器の健康へ介入群

は対照群に比べて、要介護認定および死亡の発

生率（対千人年）が低い傾向であった。介入方

法も運動（ロコモーショントレーニング）介入

に加え、特に運動機能低下者には栄養（食事）

についても介入を行うことの必要性が示唆さ

れ、栄養の介入でロコモ度テスト結果の改善が

見られた。 

今回、一般地域住民や運動機能低下をきたし

た高齢者、要支援・要介護高齢者など、さまざ

まな対象にアプローチした介入研究では、ロコ

モ回避に対して、定期的なコンタクトをとる

「ロコモコール」を利用したロコモーショント

レーニングはロコモ関連指標の改善に有用であ

った一方、運動介入のみでは筋肉量の減少がみ

られた。一方乳酸菌含有高タンパク質試験食品

摂取により筋肉量減少が抑制された。運動機能

低下をきたしている高齢者にとって運動介入の

みでなく継続的な栄養摂取が有用であった。ロ

コモティブシンドロームを有する高齢者は老化

に伴う筋肉量減少が顕著であり運動療法だけで

なく筋肉量維持が期待でき簡便に摂取できる食
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品の摂取が必要不可欠である。特に運動機能低

下をきたした高齢者の場合、規則的生活指導の

中でも栄養や運動指導の重要性があらためて示

された。 
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Disorders 20(1),2019 

3）Takagishi K, Matsuura T, Masatomi T, Chosa E, 

Tajika T, Iwama T, Watanabe M, Otani T, Inagaki 

K, Ikegami H, Aoki M, Okuwaki T, Kameyama Y, 

Akira M, Kaneoka K, Sakamoto M, Beppu M. 

Shoulder and elbow pain in junior high school 

baseball players: Results of a nationwide survey. 

Journal of Orthopaedic Science 24(4):708-714 

4）Theodorou DJ, Theodorou SJ, Yano H, Chosa E, 

Marutsuka K, Kakitsubata Y. Painful swelling of 

the arm due to a bizarre intramuscular vascular 

malformation. Journal of Orthopaedic Science in 

press,2019 

5）Yokoe T, Tajima T, Yamaguchi N, Chosa E. 

Elective one-stage all four-ligament reconstruction 

after open knee dislocation:A case report. Journal 

of Orthopaedic Science in press, 2019 

6）Tsuruda T, Funamoto T, Udagawa N, Kurogi S, 

Nakamichi Y, Koide M, Chosa E, Asada Y, 

Kitamura K. Blockade of the angiotensin ll type 1 

receptor increases bone mineral density and left 

ventricular contractility in a mouse model of 

juvenile Paget disease. European Journal of 

Pharmacology(859),2019 

7）Yoshinaga S, Shiomitsu T, Kamahara M,  Fujii Y, 

Chosa E, Tsuruta K. Lifestyle-related signs of 

locomotive syndrome in the general Japanese 

population:A cross-sectional study. Journal of 

Orthopaedic Science 24(6):1105-1109,2019 

8）Matsuura T, Chosa E, Tajika T, Masatomi T, 

Arimitsu S, Yamamoto A, Nagasawa M, Arisawa 

K, Takagishi K. Correlation between playing 

position,elbow physical findings and elbow pain 

in elementary school baseball players:Results of a 

multi-regional study in Japan. Journal of 

Orthopaedic Science 25(1):122-126,2020 

9）塩満智子、鶴田来美、帖佐悦男．姿勢重心計

測機器を用いた健康づくり支援の検討．日本

整形外科スポーツ医学会雑誌 31(1):115-

119,2019 

10) 中武潤、鳥取部光司、帖佐悦男．箸を用いた

食事に必要な全身の関節角度と角度変化．作

業療法 38(2):163-170,2019 

11) 帖佐悦男. 健康スポーツナース. 臨床整形外

科 54(4):388-391,2019 

12) 北堀貴史、森田雄大、長澤誠、黒木修司、山

口奈美、田島卓也、石田康行、帖佐悦男. 全

国レベルの高校空手道部の新入生メディカル

チェック：3 年間の結果より. 日本臨床スポ

ーツ医学会誌 27(2):266-272,2019 

13) 山口奈美、田島卓也、長澤誠、森田雄大、帖

佐悦男、園田典生. サッカー日本女子代表

（なでしこジャパン）のメディカルサポート

を通して. 日本整形外科スポーツ医学会雑誌

39(2):10-14,2019 

14) 日高三貴、李徳哲、濱中秀昭、黒木修司、比
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嘉聖、川野啓介、永井琢哉、関本朝久、帖佐

悦男. 妊娠後骨粗鬆症により多発椎体骨折を

きたした 2 例. 整形外科と災害外科 68(4):50-

54,2019 

15) 梅﨑哲矢、川野彰裕、門内一郎、帖佐悦男. 

脳性麻痺の股関節完全脱臼に対して筋解離術

後に外固定を併用して治療を行った 5 例. 日

本小児整形外科学会雑誌 38(1):94-98,2019 

 

令和２年度 

1)  Niroshan G. Punchihewa, Hideki Arakawa, Etsuo 

Chosa, Go Yamako. A Hand-Worn Inertial 

Measurement Unit for Detection of Bat–Ball 

Impact during Baseball Hitting. Sensors. 2021, 

21(9), 3002 

2)  Hiroshi Kuroki, Kiyoshi Higa, Etsuo Chosa. 

Clinical Results of Vertebral Fracture Related to 

Diffuse Idiopathic Skeletal Hyperostosis (DISH) 

Which Underwent Conservative Treatment: Three 

Case Reports. International Journal of Spine 

Surgery. 2021. 15(1):195–202 

3)  Azuma M, Khant ZA, Yoneyama M, Ikushima I, 

Hamanaka H, Yokogami K, Chosa E, Takeshima 

H, Hirai T. Evaluation of cervical ossification of 

the posterior longitudinal ligament with 3D 

broadband IR-prepared ultrashort echo-time 

imaging: a pilot study. Japanese journal of 

radiology. 2021 May;39(5):487-493. 

4)  Takuji Yokoe, Takuya Tajima, Nami Yamaguchi, 

Makoto Nagasawa, Tomomi Ota, Yudai Morita, 

Etsuo Chosa. Orthopaedic medical examination 

for young amateur athletes: a repeated cross-

sectional study from 2014 to 2018. BMJ Open. 

2021.11(1): e042188. 

5)  Takuji Yokoe, Takuya Tajima, Hiroshi Sugimura, 

Shinichirou Kubo, Shotarou Nozaki, Nami 

Yamaguchi, Yudai Morita, Etsuo Chosa. Predictors 

of Findings of Spondylolysis on Magnetic 

Resonance Imaging in Adolescent Athletes with 

Low Back Pain. Orthopaedic Journal of Sports 

Medicine. 2021 Apr 9;9(4): 2325967121995466. 

6)  Yusuke Ishibashi, Hideki Arakawa, Sae Uezono, 

Sosuke Kitakaze, Munetsugu Kota, Shinichi 

Daikuya, Junichi Hirakawa, Takeshi Nakamura, 

Etsuo Chosa. Association between long-term 

hospitalization for mental illness and locomotive 

syndrome. Journal of Orthopaedic Science. 2021 

Apr 27;S0949-2658(21)00097-X. 

7)  Shigeaki Miyazaki, Kurumi Tsuruta, Saori 

Yoshinaga, Yoichiro Yamaguchi, Yoshinori Fujii, 

Hideki Arakawa, Masaru Ochiai, Tsubasa 

Kawaguchi, Aya Unoki, Takero Sakamoto, Takuya 

Tajima, Yoshihiro Nakamura, Taro Funamoto, 

Masaru Hiyoshi, Etsuo Chosa. Effect of total hip 

arthroplasty on improving locomotive syndrome 

in hip disease patients: A prospective cohort study 

focused on total clinical decision limits stage 3. 

Journal of Orthopaedic Science. 2021 Feb 

24;S0949-2658(21)00038-5. 

8)  Shriram Duraisamy, Go Yamako, Gideon Praveen 

Kumar, Etsuo Chosa, Fangsen Cui, Karupppasamy 

Subburaj. Non-anatomical placement adversely 

affects the functional performance of the meniscal 

implant: a finite element study. Biomechanics and 

Modeling in Mechanobiology. 2021 Mar 4. In 

press. 

9)  Niroshan Punchihewa, Shigeaki Miyazaki, Etsuo 

Chosa, Go Yamako. Efficacy of inertial 

measurement units in the evaluation of trunk and 

hand kinematics in baseball hitting. Sensors. 

20(24):7331. 

10) Yukihide Nishimura, Takeshi Nakamura, 

Yoshiichiro Kamijo, Hideki Arakawa, Yasunori 

Umemoto, Tokio Kinoshita, Yuta Sakurai, 
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Fumihiro Tajima. Increased serum levels of brain-

derived neurotrophic factor following wheelchair 

half marathon race in individuals with spinal cord 

injury. J Spinal Cord Med. 2020 Oct 15:1-6. 

11) Kota M, Uezono S, Ishibashi Y, Kitakaze S, 

Arakawa H. Relationship between whether the 

planned discharge destination is decided and 

locomotive syndrome for admitted patients in 

psychiatric long-term care wards. Phys Ther Res. 

2020 Aug 20;23(2):180-187. 

12) Keiko Yamada, Yoichi M. Ito, Masao Akagi, Etsuo 

Chosa, Takeshi Fuji, Kenichi Hirano, Shinichi 

Ikeda, Hideaki Ishibashi, Yasuyuki Ishibashi, 

Muneaki Ishijima, Eiji Itoi, Norimasa Iwasaki, 

Ryoichi Izumida, Ken Kadoya, Masayuki 

Kamimura, Arihiko Kanaji, Hiroyuki Kato, Shunji 

Kishida, Naohiko Mashima, Shuichi Matsuda, 

Yasumoto Matsui, Toshiki Matsunaga, Naohisa 

Miyakoshi, Hiroshi Mizuta, Yutaka Nakamura, 

Ken Nakata, Go Omori, Koji Osuka, Yuji Uchio, 

Kazuteru Ryu, Nobuyuki Sasaki, Kimihito Sato, 

Masuo Senda, Akihiro Sudoi, Naonobu Takahiraj, 

Hiroshi Tsumura, Satoshi Yamaguchi, Noriaki 

Yamamoto, Kozo Nakamura, Takashi Ohe. 

Reference values for the locomotive syndrome 

risk test quantifying mobility of 8681 adults aged 

20-89 years: A cross-sectional nationwide study in 

Japan. Journal of Orthopaedic. 2020,25:1084-

1092. 

13) Takuji Yokoe, Takuya Tajima, Hiroshi Sugimura, 

Shinichirou Kubo, Shotarou Nozaki, Nami 

Yamaguchi, Yudai Morita, Etsuo Chosa. 

Comparison of symptomatic spondylolysis in 

young soccer and baseball players. J Orthop Surg 

Res. 2020 Sep 3;15(1):378. 

14) Takuji Yokoe, Takuya Tajima, Nami Yamaguchi, 

Yudai Morita, Etsuo Chosa. Surgical Wound 

Complications after Knee Cruciate Ligament 

Reconstruction in Patients with Atopic Dermatitis. 

J Knee Surg. 2020 Feb 19. In press. 

15) Takuya Tajima, Yuji Takazawa, Mutsuo Yamada, 

Takuro Moriya, Haruhiko Sato, Junichiro 

Higashihara, Yukimasa Toyama, Etsuo Chosa, 

Akihiko Nakamura, Ichiro Kono. Spectator 

medicine at an international mega sports event: 

Rugby World Cup 2019 in Japan. Environ Health 

Prev Med. 2020 Nov 24;25(1):72. 

16) Deokcheol Lee, Noboru Taniguchi, Katsuaki Sato, 

Narantsog Choijookhuu, Yoshitaka Hishikawa, 

Hiroaki Kataoka, Hidetaka Morinaga, Martin 

Lotz, Etsuo Chosa. HMGB2 is a novel adipogenic 

factor that regulates ectopic fat infiltration in 

skeletal muscles. Sci Rep. 2020 Mar 

10;10(1):4647. 

17) Yoichiro Yamaguchi, Deokcheol Lee, Takuya 

Nagai, Taro Funamoto, Takuya Tajima, Etsuo 

Chosa. Googling Musculoskeletal-Related Pain 

and Ranking of Medical Associations' Patient 

Information Pages: Google Ads Keyword Planner 

Analysis. J Med Internet Res. 2020 Aug 

14;22(8):e18684. 

18) Takuya Tajima, Nami Yamaguchi, Yudai Morita, 

Makoto Nagasawa, Tomomi Ota, Yoshihiro 

Nakamura, Takuji Yokoe, Etsuo Chosa. Clinical 

and Radiographic Outcomes of Double-Bundle 

Anterior Cruciate Ligament Reconstruction for 

Asian Patients with Bone-Patellar Tendon-Bone 

and Gracilis Tendon Grafts: A Matched-Control 

Comparison. The Journal of Knee Surgery. 2020. 

1-8. 

19) 今里浩之, 川野啓介, 日吉優、帖佐悦男, 森

治樹, 吉留綾: 不安定型大腿骨転子部骨折の

治療成績－側画像解剖型と oversliding の県連

について－. 骨折. 42(3):948-952. 
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20) 田島直也, 久保紳一郎, 野﨑正太郎, 小島岳

史, 三橋龍馬, 黒木浩史, 帖佐悦男: 思春期特

発性脊柱側弯症に対する push-up 法の効果. 

運動器リハビリテーション. 2020. 31(1):45-50. 

 

令和３年度 

1)  Okura T, Sekimoto T, Matsuoka T, Fukuda H, 

Hamada H, Tajima T, Chosa E. A Efficacy of 

Diagnosing Carpal Tunnel Syndrome Using the 

Median Nerve Stenosis Rate Measured on 

Ultrasonographic Sagittal Imagery: Clinical Case-

Control Study. Hand (N Y). 2021 Jun 

2;15589447211017225.  doi: 

10.1177/15589447211017225. 

2)  Takuji Yokoe, Takuya Tajima, Hiroshi Sugimura, 

Shinichirou Kubo, Shotarou Nozaki, Nami 

Yamaguchi, Yudai Morita, Etsuo Chosa. Predictors 

of Spondylolysis on Magnetic Resonance Imaging 

in Adolescent Athletes With Low Back Pain. 

Orthop J Sports Med. 2021 Apr 9;9(4): 

2325967121995466. doi: 

10.1177/2325967121995466. eCollection 2021 

Apr. 

3)  Punchihewa N.G, Arakawa H, Chosa E, Yamako 

G. A hand-worn inertial measurement unit for 

detection of bat–ball impact during baseball 

hitting. Sensors. Sensors (Basel). 2021 Apr 

25;21(9):3002. 

4)  Shriram D, Yamako G, Kumar G.P, Chosa E, Cui 

F, Subburaj K. Non-anatomical placement 

adversely affects the functional performance of the 

meniscal implant: a finite element study. Biomech 

Model Mechanobiol. 2021 Jun;20(3):1167-1185. 

5)  Yamaguchi N, Chosa E, Tajima T, Morita Y, 

Yokoe T. Symptomatic discoid lateral meniscus 

shows a relationship between types and tear 

patterns, and between causes of clinical symptom 

onset and the age distribution. Knee Surg Sports 

Traumatol Arthrosc. 2022 Apr;30(4):1436-1442. 

6)  Miyazaki S, Yoshinaga S, Tsuruta K, Hombu A, 

Fujii Y, Arakawa H, Sakamoto T, Chosa E. Total 

Knee Arthroplasty Improved Locomotive 

Syndrome in Knee Osteoarthritis Patients: A 

Prospective Cohort Study Focused on Total 

Clinical. Biomed Res Int. 2021 Jul 

8;2021:3919989.  doi: 10.1155/2021/3919989. 

7)  Wang Y, Yamako G, Okada T, Arakawa H, 

Nakamura Y, Chosa E. Biomechanical effect of 

intertrochanteric curved varus osteotomy on stress 

reduction in femoral head osteonecrosis: a finite 

element analysis. J Orthop Surg Res. 2021 Jul 

23;16(1):465. 

8)  Yokoe T, Tajima T, Yamaguchi N, Morita Y, 

Chosa E. The current clinical practice of general 

orthopaedic surgeons in the treatment of lateral 

ankle sprain: a questionnaire survey in Miyazaki, 

Japan. BMC Musculoskelet Disord. 2021 Jul 

24;22(1):636.   

9)  Takuji Yokoe, Takuya Tajima, Nami Yamaguchi, 

Tomomi Ota, Makoto Nagasawa, Yudai Morita, 

Etsuo Chosa. Internal Fixation of a Lateral 

Inverted Osteochondral Fracture of the Talus 

(LIFT) Lesion Using an Innovative Surgical 

Approach: Inverting the Capsulo-Lateral 

Fibulotalocalcaneal Ligament (LFTCL)–Fibular 

Periosteum Complex. J Foot Ankle Surg. Sep-Oct 

2021;60(5):1054-1059. 

10) Thi Thi Zin, Ye Htet, Yuya Akagi, Hiroki Tamura, 

Kazuhiro Kondo, Sanae Araki, Etsuo Chosa. Real-

time action recognition system for elderly people 

using stereo depth camera. Sensors (Basel). 2021 

Sep 1;21(17):5895. 

11) Takuji Yokoe, Takuya Tajima, Nami Yamaguchi, 

Yudai Morita, Etsuo Chosa. A case of nail-patella 
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syndrome with osteochondral lesion of the lateral 

femoral condyle accompanied with anomalies of 

anterior horns of the menisci and lateral femoral 

condyle. J Orthop Sci. 2021 Oct 21;S0949-

2658(21)00331-6. 

12) Yusuke Ishibashi, Hideki Arakawa, Sae Uezono, 

Sosuke Kitakaze, Munetsugu Kota, Shinichi 

Daikuya, Junichi Hirakawa, Takeshi Nakamura, 

Etsuo Chosa. Association between long-term 

hospitalization for mental illness and locomotive 

syndrome. J Orthop Sci. 2022 Mar;27(2):473-477. 

13) Takuya Tajima, Nami Yamaguchi, Yudai Morita, 

Makoto Nagasawa, Tomomi Ota, Yoshihiro 

Nakamura, Takuji Yokoe, Etsuo Chosa. Clinical 

and Radiographic Outcomes of Double-Bundle 

Anterior Cruciate Ligament Reconstruction for 

Asian Patients with Bone-Patellar Tendon-Bone 

and Gracilis Tendon Grafts: A Matched-Control 

Comparison. J Knee Surg. 2021 Dec;34(14):1545-

1554. 

14) Deokcheol Lee, Tomofumi Kuroki, Takuya Nagai, 

Keisuke Kawano, Kiyoshi Higa, Syuji Kurogi, 

Hideaki Hamanaka, Etsuo Chosa. Sarcopenia, 

Ectopic Fat Infiltration into the Lumbar 

Paravertebral Muscles, and Lumbo-Pelvic 

Deformity in Older Adults Undergoing Lumbar 

Surgery. Spine (Phila Pa 1976). 2022 Jan 

15;47(2):E46-E57. 

15) Shigeaki Miyazaki, Kurumi Tsuruta, Saori 

Yoshinaga, Yoichiro Yamaguchi, Yoshinori Fujii, 

Hideki Arakawa, Masaru Ochiai, Tsubasa 

Kawaguchi, Aya Unoki, Takero Sakamoto, Takuya 

Tajima, Yoshihiro Nakamura, Taro Funamoto, 

Masaru Hiyoshi, Etsuo Chosa. Effect of total hip 

arthroplasty on improving locomotive syndrome 

in hip disease patients: A prospective cohort study 

focused on total clinical decision limits stage 3. J 

Orthop Sci. 2022 Mar;27(2):408-413. 

16) 帖佐悦男: 小児の運動・スポーツの意義. 日

本整形外科スポーツ医学会雑誌. 2021. 

41(3):126-131. 

17) 中井亮佑, 落合清秀, 和佐宗樹, 花田修治, 帖

佐悦男, 山子剛: ヤング率を傾斜させた人工

股関節ステムの生体力学的評価. 日本機械学

会九州支部講演論文集. 2021. 74. 

18) 福嶋研人, 塩月康弘, 今里浩之, 日吉優, 中村

嘉宏, 帖佐悦男: 治療に難渋した浅大腿動脈

損傷を伴う大腿骨転子下骨折の 1 例. 骨折. 

2021.43(3):702-704. 

19) 小牧亘, 深野木快士, 太田尾佑史, 福富雅子, 

前原孝政, 内村裕起, 大久保節子, 植村貞仁, 

帖佐悦男: 原発性骨粗鬆症に対するロモソズ

マブの実臨床成績の検討. 日本骨粗鬆症学会

雑誌. 2021.8(1):31-43. 

 

 2.  学会発表 

令和元年度 

■国際学会 

1）Koji Totoribe、Etsuo Chosa、Go Yamako、Koki 

Ouchi、Yoichiro Yamaguchi、Yukiko Mukaiyama、

Hiroaki Hamada、Hiromi Kuroki、Gang Deng: 

Influence of the Bone Defect on the Tibial 

Component Stability in Cementless Total Knee 

Arthroplasty. 第 13 回国際リハビリテーション

医学会世界会議,Kobe,Japan,2019.9-13 

 

■国内学会 

1）帖佐悦男: ロコモティブシンドロームを取り

巻く環境とロコモ対策の必要性. 第 92回日本

整形外科学会学術総会.横浜市, 2019.5.9-12 

2）岩佐一真、山口洋一朗、大田智美、関本朝久、

鳥取部光司、帖佐悦男: 宮崎県でのオフィスワ

ーカーを対象としたロコモティブシンドロー

ム企業検診の実施とその結果. 第 92回日本整
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形外科学会学術総会.横浜市, 2019.5.9-12 

3）帖佐悦男: 成長期の運動器検診と運動器疾患-

なぜ子どもの頃からロコモ予防が必要か-.第

56 回日本リハビリテーション医学会学術集会.

神戸市, 2019.6.12-16 

4）帖佐悦男: 宮崎県におけるロコモ対策：認知度

向上に向けて. 第 31 回日本運動器科学会. 

岡山市,2019.7.6-7 

5）鳥取部光司、帖佐悦男: 立ち上がり動作評価シ

ステムの変形性股関節症患者に対する使用経

験 . 第 31 回日本運動器科学会 .  岡山

市,2019.7.6-7 

6）中村嘉宏、帖佐悦男、鳥取部光司: 当院におけ

る THA 術後のスポーツ活動の現状-運動習慣獲

得を目指した「ロコプラウオーキング」の取り

組み. 第 31 回日本運動器科学会. 岡山

市,2019.7.6-7 

7）帖佐悦男: 運動器を扱う専門家が知っておき

たいロコモを取り巻く環境と医療連携-骨粗鬆

症・サルコペニア・フレイル-.第 32 回日本臨

床整形外科学会学術集会・まほろば関西. 神戸

市,2019.7.14-15 

8）帖佐悦男:ロコモティブシンドロームについて. 

第 40 回全国デイ・ケア研究大会 2019in 宮崎.

宮崎市,2019.7.13 

9）帖佐悦男: 子どもの運動器が危ない！. 第 67

回九州学校保健学会. 宮崎市,2019.8.25 

10)帖佐悦男: 子どもの運動器が危ない！-なぜ

子どもの頃からロコモ予防が必要か-.第 34 回

関東地方会大会・令和元年度総会 . 文京

区,2019.9.16 

11) 帖佐悦男: 地域共生社会を目指して-ロコモ

対策と医療・介護連携-.日本医療マネジメント

学会第 18 回九州・山口連合大会 .宮崎

市,2019.9.21 

12) 舩元太郎、鳥取部光司、渡邊信二、深尾悠、

帖佐悦男: 地方都市におけるロコモティブシ

ンドローム検診から見えてきた課題. 第 21回

日本骨粗鬆症学会. 神戸市,2019.10.11-13 

13) 川野啓介、帖佐悦男、坂本武郎、関本朝久、

池尻洋史、中村嘉宏、舩元太郎、日吉優、山口

洋一朗、今里浩之: 股関節とロコモティブシン

ドローム～ロコモにおける整形外科医の役割

～. 第 46 回日本股関節学会学術集会. 宮崎

市,2019.10.25-26 

14) 那須賢太、中村嘉宏、帖佐悦男: 人工股関節

全置換術後における宮崎大学式ロコモ plus ウ

ォーキングの安全性の検討. 第 46回日本股関

節学会学術集会. 宮崎市,2019.10.25-26 

15) 鄧鋼、大内宏輝、帖佐悦男、鳥取部光司、古

池仁暢、山子剛、清本康夫: 被験者の膝窩高さ

を考慮した立ち上がり能力評価. 第 46回日本

臨 床 バ イ オ メ カ ニ ク ス 学 会 . 久 留 米

市,2019.11.1-2 

16) 荒川英樹、中村健、帖佐悦男: 電動車いす

型歩行補助ロボット装置の歩行訓練への応用. 

第 3回日本リハビリテーション医学会秋季学術

集会. 静岡市,2019.11.15-17 

 

令和２年度 

■国内学会 

1) 帖佐悦男：運動器リハビリテーション医療に

おける境界領域の現状と課題. 第93回日本整

形外科学会学術総会.Web．2020.6.11-2020.8.31 

2) Yuzhu Wang, Takato Okada, Yoshihiro Nakamu

ra, Go Yamako, Koji Totoribe, Etsuo Chosa: 

Decision making of transtrochanteric curved va

rus osteotomy for osteonecrosis of the femoral 

head: A 3-D model simulation. 第93回日本整

形外科学会学術総会. Web．2020.6.11-2020.8.3

1 

3) 落合優, 宮﨑茂明, 那須賢太, 鳥取部光司,帖佐

悦男: 人工膝関節全置換術後のHALとCPM

の短期成績における比較. 第57回日本リハビ
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リテーション医学会学術集会. 京都市. 2020.

8.19-2020.8.22 

4) 鳥取部光司, 帖佐悦男, 濱田浩朗, 山口洋一朗,

 深尾悠, 齊藤由希子, 川野彰裕: 動作評価シ

ステムによる人工股関節全置換術前後におけ

る立ち上がり評価. 第57回日本リハビリテー

ション医学会学術集会. 京都市. 2020.8.19-202

0.8.22 

5) 帖佐悦男：医療関係者が知っておきたいロコ

モを取り巻く新たな話題とロコモ対策の必要

性. 第57回日本リハビリテーション医学会学

術集会. 京都市. 2020.8.19-2020.8.22 

6) 荒川英樹, 上薗紗映, 仙波浩幸, 中村健, 帖佐

悦男：長期精神科病院入院患者に対するリハ

ビリテーション治療の必要性を身体機能およ

びADLから検討する. 第57回日本リハビリテ

ーション医学会学術集会. 京都市. 2020.8.19-2

020.8.22 

7) 帖佐悦男：地方におけるロコモティブシンド

ロームの今-課題と対策-. 第57回日本リハビ

リテーション医学会学術集会. 京都市. 2020.

8.19-2020.8.22 

8) 舩元太郎, 帖佐悦男：地方自治体による健診

事業に併施したロコモティブシンドローム検

診. 第35回日本整形外科学会基礎学術集会. 

Web. 2020.10.15-2020.10.16 

9) 中村嘉宏, 帖佐悦男, 田島卓也：当院における

THA術後のスポーツ活動の現状～運動習慣獲

得を目指した「ロコプラウォーキング」の取

り組み～. 第31回日本臨床スポーツ医学会学

術集会. Web. 2020.11.4-2020.11.30 

10) 中村嘉宏, 帖佐悦男：健康寿命延伸のために

我々が行うべきこと、我々自身が改革するべ

きこと～運動機能低下者に対するロコトレと

乳酸菌含有高タンパク質食の有用性に関して

～. 第31回日本臨床スポーツ医学会学術集会. 

Web. 2020.11.4-2020.11.30 

11) 舩元太郎, 田島卓也, 山口奈美, 黒木修司,森

田雄大, 横江琢示, 帖佐悦男：運動機能低下

者に対する運動指導と乳酸菌含有有高タン

パク質食品併用によるロコモ度改善の検討. 

第31回日本臨床スポーツ医学会学術集会. W

eb. 2020.11.4-2020.11.30 

12) 山口洋一朗, 大内宏輝, 中村嘉宏, 荒川英樹, 

帖佐悦男：THA術後患者を対象としたロコプ

ラウォークの可能性. 第31回日本臨床スポー

ツ医学会学術集会. Web. 2020.11.4-2020.11.30 

13) 帖佐悦男：子どもの運動器疾患とロコモティ

ブシンドローム予防－体を動かすことの大切

さ－. 第4回日本リハビリテーション医学会秋

季学術集会. 神戸市. 2020.11.20-2020.11.22 

14) 帖佐悦男：整形外科医が知っておきたいロコ

モを取り巻く新たな話題-ロコモ・骨粗鬆症・

フレイル・サルコペニア-. 第61回関東整形災

害外科学会. Web. 2021.3.26 

 

令和３年度 

■国内学会 

1)舩元太郎, 帖佐悦男. 地域住民におけるロコモ

度3の該当率－ロコモ検診の結果から－. 第94

回日本整形外科学会学術総会. 東京都千代田

区.2021年5月. 

2)帖佐悦男. ロコモティブシンドロームを取り巻

く環境とロコモ対策の必要性－ロコモ度の改

善の重要性－第94回日本整形外科学会学術総

会. 東京都千代田区.2021年5月. 

3)帖佐悦男. 社会参加をサポートするロコモマネ

ジメントｰ地域共生社会を目指して-第94回日

本整形外科学会学術総会. 東京都千代田区.20

21年5月. 

4)帖佐悦男. 医療関係者に必須のロコモ・サルコ

ペニア・フレイル－最近の話題－. 第58回日

本リハビリテーション医学会学術集会. 京都

府京都市. 2021年6月. 
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5)帖佐悦男. 関節疾患における運動器疼痛の診断

と治療. 一般社団法人日本ペインクリニック

学会第55回学術集会. 富山県富山市. 2021年7

月. 

6) 舩元太郎, 帖佐悦男.新型コロナウィルス感染

症対策下でロコモティブシンドローム該当者

が増加した. 第36回日本整形外科学会基礎学

術集会. 三重県伊勢市. 2021年10月. 

7) 坂本武郎, 宮﨑茂明, 中村嘉宏, 日吉優, 山口

洋一朗, 帖佐悦男. 股関節疾患患者のロコモ

ティブ症候群の改善に対する人工股関節全置

換術の効果. 第36回日本整形外科学会基礎学

術集会. 三重県伊勢市. 2021年10月. 

8)帖佐悦男. 医療関係者が知っておきたいロコモ

を取り巻く環境－骨粗鬆症・フレイル・サル

コペニアｰ. 第34回日本肘関節学会学術集会. 

愛知県名古屋市. 2022年2月. 

9)舩元太郎, 帖佐悦男, 田島卓也, 永井琢哉, 山

口洋一朗. 新型コロナウイルス感染症流行下

におけるロコモ度の悪化は下肢筋力の低下に

よる. 第94回日本整形外科学会学術総会. 兵

庫県神戸市.2022年5月. 

10) 帖佐悦男. なぜ子どもの頃からロコモ予防が

必要か-子どもの体力や運動器の実態から. 第

5回日本リハビリテーション医学会秋季学術

集会. 愛知県名古屋市. 2021年11月 

11) 荒川英樹, 鳥取部光司, 帖佐悦男. ロコモテ

ィブシンドロームとリハビリテーション医療

―地域生活者，運動器疾患，精神疾患などの

研究から－. 第5回日本リハビリテーション医

学会秋季学術集会. 愛知県名古屋市. 2021年1

1月 

12) 舩元太郎, 帖佐悦男. 骨粗鬆症患者における

COVID-19流行下のロコモ該当者の増加. 第24

回日本骨粗鬆症学会. 大阪府大阪市. 2022年9

月（予定） 

 

Ｈ．知的財産権の出願・登録状況 

1. 特許取得 

 1)発明の名称：膝関節の補助器具 

出願番号：PCT/JP2022/003718 

出願日:2022年 2月 1 日 

山子剛，帖佐悦男 

 2)発明の名称：膝関節の補助器具 

出願番号：特願 2021-179779 

出願日:2021年 11月 2日 

山子剛，帖佐悦男 

3)「国際出願」 

発明の名称：半月板インプラント 

出願番号：PCT/JP2021/ 34616 

出願日:2021年 9月 21日 

山子剛，帖佐悦男，スリラム ドゥライサ

ミ，サブラジ カルパサミー 

  

2. 実用新案登録 

  該当なし 

3.その他 

  該当なし 
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別紙４  

研究成果の刊行に関する一覧表 

 

書籍 

著者氏名  論文タイトル名 書籍全体の 
 編集者名 

 書 籍 名 出版社名  出版地 出版年  ページ 

帖佐悦男 新たに開始された
運動器検診の成績
と課題-平成28（20
16）年度以前との
比較を含め- 

 小児科検診83
(2) 

診断と治
療社 

 2020 223-229 

横山友里, 
新開省二 

栄養療法とフレイ
ル・ロコモ 

葛谷雅文、
田中栄、楽
木宏美 

フレイル対策
シリーズ基本
編①フレイル
とロコモの基
本戦略 

先端医学
社 

東京 2019年 62-69 

新開省二, 
成田美紀 

健康と栄養 深井穫博 健康長寿のた
めの口腔保健
と栄養をむす
ぶエビデンス 

医歯薬出
版 

東京 2019 22-25 

新開省二   60歳を超えた
らやせるな危
険 

PHP研究
所 

東京 2019 1-205 

阿部巧, 新
開省二 

運動による認知症
予防：疫学的知見
を中心とした見解 

 Geriatric Medi
cine 

ライフサ
イエンス
出版 

東京 2019 357-360 

新開省二 食事・栄養介入は

有用か？ 
ロコモティ
ブシンドロ
ーム診療ガ
イド策定委
員会 

ロコモティブ
シンドローム
診療ガイド202
1 

文光堂 東京 2021  116-119 

新開省二、
成田美紀 

食生活と疾病の年

次変化 
日本食品免
疫学会 

食品免疫学辞
典 

朝倉書店 東京 2021  8-9 

村永信吾 立ち上がりテスト
とは？ 

日本整形外
科学会、日本
運動器科学
界慣習 

ロコモティブ
シンドローム
診療ガイド 

文光堂 日本 2021 38-45 
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著者氏名  論文タイトル名 書籍全体の 
 編集者名 

 書 籍 名 出版社名  出版地 出版年  ページ 

村永信吾 2ステップテストと
は？ 

日本整形外
科学会、日本
運動器科学
界慣習 

ロコモティブ
シンドローム
診療ガイド 

文光堂 日本 2021  46-54 

村永信吾 立ち上がりテスト ロコモチャ
レンジ！推
進協議会 

ロコモティブ
シンドローム
ビジュアルテ
キスト 

Gakken 日本 2021 79-83 

村永信吾 2ステップテスト ロコモチャ
レンジ！推
進協議会 

ロコモティブ
シンドローム
ビジュアルテ
キスト 

Gakken 日本 2021 84-87 
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雑誌 

 発表者氏名   論文タイトル名  発表誌名   巻号  ページ   出版年 

Niroshan G.punch
ihewa, Go Yamak
o, Yuu Fukao, Et
suo Chosa 

-Identification of Key 

events in baseball hitting 

using inertial 

measurement units 

Journal of Bio
mechanics 

87(1) 157-160 2019 

Tajima T, Yamag
uchi N, Nagasaw
a M, Morita Y, 
Nakamura Y, Ch
osa E 

Early weight-bearing aft
er anterior cruciate liga
ment reconstruction wit
h hamstring grafts indu
ce femoral bone tunnel 
enlargement:a prospecti
ve clinical and radiogra
phic study 

BMC Musculo
skeletal Disord
ers 

20(1) In press 2019 

Yokoe T, Tajima 
T, Yamaguchi N, 
Chosa E 

Elective one-stage all f
our-ligament reconstruct
ion after open knee dis
location:A case report. 

Journal of Ort
hopaedic Scie
nce 

 In press 2019 

Yoshinaga S, Shi
omitsu T, Kamah
ara M, Fujii Y, 
Chosa E, Tsuruta 
K 

Lifestyle-related signs o
f locomotive syndrome 
in the general Japanese 
population:A cross-secti
onal study. 

Journal of Ort
hopaedic Scie
nce 

24(6) 1105-1109 2019 

Theodorou DJ, T
heodorou SJ, Yan
o H, Chosa E, M
arutsuka K, Kakit
subata Y 

Painful swelling of the 
arm due to a bizarre in
tramuscular vascular ma
lformation. 

Journal of Ort
hopaedic Scie
nce 

 In press 2019 

Tsuruda T, Funa
moto T, Udagawa
 N, Kurogi S, Na
kamichi Y, Koide
 M, Chosa E, As
ada Y, Kitamura 
K 

Blockade of the angiote
nsin ll type 1 receptor 
increases bone mineral 
density and left ventric
ular contractility in a 
mouse model of juvenil
e Paget disease. 

European Jour
nal of Pharma
cology 

859  2019 

Matsuura T, Chos
a E, Tajika T, M
asatomi T, Arimit
su S, Yamamoto 
A, Nagasawa M, 
Arisawa K, Taka
gishi K 

Correlation between pla
ying position,elbow phy
sical findings and elbo
w pain in elementary s
chool baseball players:
Results of a multi-regio
nal study in Japan. 

Journal of Ort
hopaedic Scie
nce 

25(1) 122-126 2019 
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 発表者氏名   論文タイトル名  発表誌名   巻号  ページ   出版年 

Takagishi K, Mat
suura T, Masatom
i T, Chosa E, Ta
jika T, Iwama T, 
Watanabe M, Ota
ni T, Inagaki K, 
Ikegami H, Aoki 
M, Okuwaki T, 
Kameyama Y, Ak
ira M, Kaneoka 
K, Sakamoto M, 
Beppu M 

Shoulder and elbow pai
n in junior high school
 baseball players: Resul
ts of a nationwide surv
ey. 

Journal of Ort
hopaedic Scie
nce 

24(4) 708-714 2019 

田島卓也, 中川匠 ACL損傷後・再建術後
のスポーツ復帰：～10
0%を超える復帰～ 

日本整形外科
スポーツ医学
会雑誌 

39(1)  2019 

帖佐悦男 健康スポーツナース 臨床整形外科 54(4) 388－391 2019 

北堀貴史, 森田雄
大, 長澤誠, 黒木
修司, 山口奈美, 
田島卓也, 石田康
行, 帖佐悦男 

全国レベルの高校空手
道部の新入生メディカ
ルチェック：3年間の結
果より 

日本臨床スポ
ーツ医学会誌 

27(2) 266-272 2019 

中武潤, 鳥取部光
司, 帖佐悦男 

箸を用いた食事に必要
な全身の関節角度と角
度変化 

作業療法 38(2) 163-170 2019 

山口奈美, 田島卓
也, 長澤誠, 森田
雄大, 帖佐悦男, 
園田典生 

サッカー日本女子代表
（なでしこジャパン）
のメディカルサポート
を通して 

日本整形外科
スポーツ医学
会雑誌 

39(2) 10-14 2019 

塩満智子, 鶴田来
美, 帖佐悦男 

姿勢重心計測機器を用
いた健康づくり支援の
検討 

日本整形外科
スポーツ医学
会雑誌 

39(1) 115-119 2019 

日高三貴 ,  李徳
哲 ,濱中秀昭 ,  黒
木修司, 比嘉聖, 
川野啓介, 永井琢
哉, 関本朝久, 帖
佐悦男 

妊娠後骨粗鬆症により
多発椎体骨折をきたし
た2例 

整形外科と災
害外科 

68(4) 50-54 2019 

梅﨑哲矢, 川野彰
裕, 門内一郎, 帖
佐悦男 

脳性麻痺の股関節完全
脱臼に対して筋解離術
後に外固定を併用して
治療を行った5例 

日本小児整形
外科学会雑誌 

28(1) 94-98 2019 
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Tadano S, Tana
be H, Arai S, F
ujino K, Doi T, 
Akai M 

Lumbar mechanical t
raction: a biomechan
ical assessment of ch
ange at the lumbar 
spine. 

BMC Muscul
oskelet Disor
d 

20(1) 155 2019 

Wong LKF, Luo
 Z, Kurusu N, 
Fujino K 

A multi-body model f
or comparative study
 of cervical traction 
simulation - develop
ment, improvement a
nd validation. 

Comput Met
hods Biomec
h Biomed E
ngin 

22(8) 806-814 2019 

Wong LKF, Luo
 Z, Kurusu N, 
Fujino K 

A multi-body model f
or comparative study 
of cervical traction si
mulation - compariso
n between inclined a
nd sitting traction. 

Comput Met
hods Biomec
h Biomed E
ngin 

22(8) 861-868 2019 

石橋英明 運動器に対する取り組
みが転倒・骨折を低減で
きるか ロコモ介入が転
倒予防につながるか 

日本骨粗鬆症
学会雑誌 

6 95-98 2020 

石橋英明 骨折の一次予防ならび
に二次予防に向けて ロ
コモティブシンドロームと
一次骨折予防 

日本骨粗鬆症
学会雑誌 

5 
 

730-734 2019 

石橋 英明 ロコモティブシンドローム
の新たな展開 タテ・ヨ
コ・面の広がり,そしてが
んロコモ 

整形・災害外
科 

62 821-827 2019 

Arai T, Fujita H, 
Maruya K, Morita
 Y, Asahi R, Ishi
bashi H 

The one-leg portion of 
the Stand-Up Test predi
cts fall risk in aged ind
ividuals: A prospective 
cohort study. 

J Orthop Sci https://doi.or
g/10.1016/j.j
os.2019.06.0
14 

 2019 

Kitamura A, Tani
guchi Y, Seino S,
 Yokoyama Y, A
mano H, Y, Fuji
wara Y, Shinkai 
S 

Combined effect of dia
betes and frailty on mo
rtality and incident disa
bility in older Japanese 
adults. 

Geriatr Geront
ol Int 

19(5) 423-428 2019 

Seino S, Kitamura
 A, Tomine Y, T
anaka I, Nishi M,
 Taniguchi Y, Yo
koyama Y, Aman
o H, Fujiwara Y, 
Shinkai S 

Exercise arrangement is 
associated with physical
 and mental health in o
lder adults. 

Med Sci Sport
s Exerc 

51(6) 1146-1153 2019 

https://www.ncbi.nlm.nih.gov/pubmed/29608041
https://www.ncbi.nlm.nih.gov/pubmed/29608041
https://www.ncbi.nlm.nih.gov/pubmed/29608041
https://www.ncbi.nlm.nih.gov/pubmed/29608041
https://www.ncbi.nlm.nih.gov/pubmed/29608041
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Taniguchi Y, Kita
mura A, Kaito S, 
Yokoyama Y, Yo
kota I, Shinozaki 
T, Seino S, Mura
yama H, Matsuya
ma Y, Ikeuchi T, 
Fujiwara Y, Shink
ai S 

Albumin and hemoglobi
n trajectories and incide
nt disabling dementia in
 community-dwelling ol
der Japanese. 

Dement Geriat
r Cogn Disord 

17 1-10 2019 

Abe T, Kitamura 
A, Taniguchi Y, 
Amano H, Seino 
S, Yokoyama Y, 
Nishi M, Narita 
M, Ikeuchi T, Fuj
iwara Y, Shinkai 
S 

Pathway from gait spee
d to incidence of disabi
lity and mortality in ol
der adults: A mediating
 role of physical activit
y. 

Maturitas 123 32-36 2019 

Abe T, Kitamura 
A, Seino S, Yoko
yama Y, Amano 
H, Taniguchi Y, 
Nishi M, Narita 
M, Ikeuchi T, To
mine Y, Fujiwara 
Y, Shinkai S 

Differences in the preva
lence of and factors ass
ociated with frailty in f
ive Japanese residential 
areas. 

Int. J. Enviro
n. Res. Public 
Health 

16(20) E3974 2019 

Kawai H, Taniguc
hi Y, Seino S, Sa
kurai R, Osuka 
Y, Obuchi S, Wat
anabe Y, Kim H, 
Kitamura A, Inag
aki H, Awata S, 
Shinkai S 

Reference values of gai
t parameters measured 
with a plantar pressure 
platform in community-
dwelling older Japanese 
adults. 

Clinical Interv
entions in Agi
ng 

14 1265–1276 2019 

Sakurai R, Watan
abe Y, Osuka Y, 
Taniguchi Y, Ka
wai H, Kim H, K
itamura A, Inagak
i H, Montero-Oda
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